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東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
玄
奘
三
藏
求
法
像
」
を
め
ぐ
っ
て
│
│ 
常
盤
大
定
と
汪
兆
銘
政
府
を
つ
な
ぐ
一
幅 
│
│
渡
　
辺
　
健
　
哉
は
じ
め
に
　
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
玄
奘
三
蔵
を
描
い
た
一
幅
の
墨
絵
が
収
め
ら
れ
て
い
る（
次
頁【
図
1
】を
参
照
）。
経
典
の
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
笈
を
背
負
い
、
右
に
は
拂
子
を
持
っ
た
、
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
所
謂
「
玄
奘
三
蔵
像
」
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
た
だ
の
三
蔵
法
師
像
で
は
な
い
。
こ
の
絵
の
来
歴
を
辿
っ
て
い
く
と
、
こ
れ
が
常
盤
大
定
と
日
中
戦
争
期
の
南
京
に
あ
っ
た
中
華
民
国
政
府
＝
汪
兆
銘
政
府
と
を
つ
な
ぐ
モ
ノ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
常とき
わ盤
大だい
定じょ
う（
一
八
七
〇
│
一
九
四
五
）
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
仏
教
学
者
で
、
建
築
学
者
の
関
野
貞
と
共
同
で
執
筆
し
た
『
支
那
仏
教
史
蹟
』『
支
那
文
化
史
蹟
』
の
著
者
と
し
て
名
高
い）1
（
。
　
こ
の
常
盤
が
中
国
で
仏
教
遺
跡
を
調
査
し
た
際
に
蒐
集
し
た
資
料
の
一
部 
│
│ 
み
ず
か
ら
採
拓
し
た
拓
本
や
、
現
地
で
購
入
・
寄
贈
さ
れ
た
と
思
し
き
絵
画
や
書
籍
等 
│
│ 
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
常
盤
に
関
係
す
る
資
料
は
「
常
盤
文
庫
」
と
い
っ
た
形
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
仮
に
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
常
盤
資
料
と
称
し
て
お
く
。【
図
1
】
の
三
蔵
法
師
像
も
そ
の
「
常
盤
資
料
」
の
一
つ
で
あ
る
。
　
筆
者
は
、
大
野
晃
嗣
（
東
北
大
学
）・
齋
藤
智
寛
（
同
）
と
と
も
に
開
始
し
た
常
盤
資
料
の
調
査
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
常
盤
大
定
に
関
す
る
研
究
を
進
め
つ
つ
あ
り
、
先
ご
ろ
、「
常
盤
大
定
と
関
野
貞 
│
│ 『
支
那
仏
教
史
蹟
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」（
以
下
「
前
稿
」
と
略
記
）
を
公
表
し
た）2
（
。
本
稿
で
は
、
前
稿
に
お
い
て
充
分
に
論
じ
き
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
、
常
盤
と
汪
兆
銘
政
府
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。
本
稿
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
中
に
お
け
る
常
盤
の
活
動
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
集
刊
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【図 1】　三蔵法師像
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一
　
常
盤
大
定
の
略
伝
と
東
北
大
学
　
常
盤
大
定
の
詳
細
な
伝
記
は
機
会
を
改
め
て
公
表
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
彼
の
略
伝
と
東
北
大
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く）3
（
。
　
常
盤
大
定
は
多
景
山
順
忍
寺
の
住
職
で
あ
る
常
盤
大
宣
の
次
男
と
し
て
角
田
県
伊
具
郡
大
張
村
（
現
、宮
城
県
丸
森
町
）
に
生
ま
れ
た
。
小
学
校
を
終
え
て
仙
台
市
新
寺
小
路
（
現
、
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
新
寺
）
に
あ
る
道
仁
寺
の
住
職
常
盤
了
然
の
養
子
と
な
る
。
十
七
歳
で
上
京
し
、
東
京
の
浅
草
に
あ
っ
た
大
谷
教
校
よ
り
第
一
高
等
中
学
（
の
ち
の
旧
制
第
一
高
等
学
校
）
を
経
て
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
に
入
学
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
卒
業
し
た
。
同
四
十
一
年
七
月
に
文
学
部
の
講
師
を
委
嘱
さ
れ
、
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
に
は
印
度
哲
学
科
の
第
二
講
座
を
担
当
す
る
。
同
十
五
年
、
教
授
に
昇
進
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
に
退
官
を
迎
え
た
。
退
官
の
の
ち
、
外
務
省
文
化
事
業
部
の
後
援
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
東
方
文
化
学
院
（
東
京
）
の
研
究
員
と
し
て
活
躍
し
、
同
二
十
年
五
月
五
日
、
道
仁
寺
で
死
去
す
る
。
享
年
七
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
　
さ
て
、
常
盤
の
死
後
、
彼
の
蔵
書
の
一
部
は
東
北
大
学
に
収
め
ら
れ
た
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
、「
図
書
受
け
入
れ
帳
簿
」
に
よ
れ
ば
、
常
盤
資
料
の
な
か
で
も
拓
本
が
収
庫
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年
八
月
五
日
の
こ
と
で
、
東
北
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
金
倉
圓
照
（
イ
ン
ド
哲
学
）
が
科
学
研
究
費
補
助
金
を
利
用
し
て
十
二
万
円
で
購
入
し
た
と
い
う
。『
東
北
大
学
所
蔵
和
漢
書
古
典
分
類
目
録　
漢
籍
』
の
「
子
部　
第
九　
藝
術
類　
作
品
之
属　
拓
本
」
の
「
中
国
金
石
文
拓
本
集
」
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る）4
（
。【
図
1
】
の
三
蔵
法
師
像
も
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
目
録
に
は
、
南
京
國
立
中
央
大
學
講
演
記
念
玄
奘
三
藏
求
法
像
一
軸
樊
仲
雲
畫　
民
國
三
十
二
年
畫
と
あ
る
。
　
蔵
書
の
受
け
入
れ
と
直
接
的
な
関
係
が
あ
る
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
常
盤
と
東
北
帝
国
大
学
の
中
国
学
研
究
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
　
東
北
大
学
に
お
け
る
中
国
学
の
研
究
は
京
都
帝
国
大
学
で
内
藤
湖
南
や
狩
野
直
喜
の
薫
陶
を
受
け
た
三
人 
│
│ 
青
木
正
児
（
文
学
）・
岡
崎
文
夫
（
史
学
）・
武
内
義
雄
（
哲
学
） 
│
│ 
が
着
任
し
た
こ
と
に
そ
の
淵
源
を
も
つ
。
あ
く
ま
で
も
記
録
に
よ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
常
盤
と
武
内
・
岡
崎
、
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
着
任
す
る
愛
宕
松
男
（
史
学
）
と
の
関
係
を
紹
介
し
て
お
く
。
　
ま
ず
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
第
一
回
中
国
調
査
の
際
に
、
常
盤
は
北
京
で
武
内
義
雄
と
と
も
に
北
京
郊
外
の
房
山
に
赴
き
、
石
経
の
調
査
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）5
（
。
こ
の
時
の
模
様
を
武
内
が
以
下
の
よ
う
に
記
す
。
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大
正
九
年
十
月
八
日
、
私
は
常
盤
大
定
博
士
を
東
道
し
て
再
び
房
山
を
訪
れ
た
。
…
…
や
が
て
博
士
は
洞
口
の
左
上
部
に
塗
り
込
め
ら
れ
た
破
石
に
静
琬
の
文
字
を
発
見
し
、
早
速
二
通
の
拓
本
を
と
っ
て
一
枚
を
恵
ま
れ
た）6
（
。
こ
の
拓
本
も
常
盤
資
料
に
残
さ
れ
て
い
る
（【
図
2
】
を
参
照
）。
拓
本
を
軸
装
し
た
そ
の
裏
面
に
は
「
京
兆
房
山
縣
小
西
天
雷
音
洞
前
壁
閒
破
石　
大
正
九
年
十
月
八
日
」
と
常
盤
の
手
に
よ
っ
て
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
武
内
の
記
述
を
裏
づ
け
る
。
　
北
京
で
の
調
査
を
終
え
た
常
盤
は
江
南
に
向
か
う
が
、
南
京
で
は
岡
崎
文
夫
と
も
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る）7
（
。
す
で
に
こ
の
段
階
で
面
識
を
得
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
武
内
と
岡
崎
が
と
も
に
東
北
帝
国
大
学
に
着
任
し
て
仙
台
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
自
坊
が
仙
台
に
あ
っ
た
常
盤
と
交
流
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
　
時
期
は
く
だ
っ
て
、
昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
九
月
十
二
日
、
の
ち
に
東
北
大
学
に
着
任
す
る
愛
宕
松
男
が
東
方
文
化
研
究
所
（
京
都
）
の
所
員
で
あ
っ
た
安
部
健
夫
と
と
も
に
雲
崗
石
窟
を
訪
問
す
る）8
（
。
偶
然
の
こ
と
な
が
ら
、同
じ
日
に
常
盤
も
雲
崗
を
訪
れ
て
い
て
、
彼
ら
と
会
っ
て
い
る）9
（
。
常
盤
は
北
京
で
開
催
さ
れ
た
東
亜
文
化
協
議
会
に
参
加
す
る
た
め
中
国
に
滞
在
し
て
お
り
、
会
議
が
終
了
し
た
の
ち
、
張
家
口
を
経
て
大
同
ま
で
足
を
の
ば
し
た
。
雲
崗
訪
問
は
そ
の
途
次
の
出
来
事
で
あ
っ
た）10
（
。
　
な
お
、
愛
宕
は
常
盤
資
料
を
最
も
早
く
研
究
に
利
用
し
た
一
人
で
あ
る
。
愛
宕
松
男
「
元
朝
に
お
け
る
仏
寺
道
観
の
税
糧
優
免
に
つ
い
て
」
の
注
（
1
）
に
は）11
（
、
東
北
大
学
図
書
館
所
蔵
に
か
か
る
故
常
盤
大
定
博
士
蒐
集
拓
本
類
の
中
に
も
、
至
元
十
三
年
も
し
く
は
二
十
五
年
（
牛
児
年
）
日
附
と
推
定
さ
れ
る
太
原
府
交
城
県
石
壁
寺
の
執
把
聖
旨
（
白
話
・
パ
ス
パ
字
）
が
あ
る
。
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
山
西
省
交
城
県
の
石
壁
山
玄
中
寺
に
現
存
す
る
、
い
わ
ゆ
る
蒙
漢
合
璧
の
石
碑
を
指
す
。
常
盤
資
料
中
の
当
【図 2】　房山拓本（4行目に「静琬」とある。）
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該
拓
本
の
軸
装
さ
れ
た
裏
面
に
は
「
山
西
玄
忠
寺
成
吉
思
皇
帝
聖
旨
碑
」と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。「
成
吉
思
皇
帝
聖
旨
碑
」と
い
う
表
記
は
、
本
文
冒
頭
の
一
文
に
引
き
ず
ら
れ
た
常
盤
の
誤
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
愛
宕
が
考
証
し
て
い
る
よ
う
に
、
世
祖
ク
ビ
ラ
イ
期
の
至
元
十
三
年
（
一
二
七
六
）
な
い
し
は
二
十
五
年
の
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
愛
宕
は
常
盤
資
料
を
最
も
早
く
利
用
し
、
か
つ
そ
の
価
値
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
。
二
　
東
京
宗
務
出
張
所
長
兼
東
京
別
院
輪
番
の
就
任
　
さ
て
、
常
盤
は
東
京
帝
国
大
学
在
職
中
に
中
国
調
査
を
敢
行
し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
た
研
究
を
陸
続
と
公
表
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
六
年
に
東
大
を
定
年
の
た
め
に
退
官
し
て
か
ら
は
、
研
究
者
と
し
て
の
活
動
よ
り
も
、
宗
教
家
と
し
て
の
活
動
の
比
重
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
い
く
。
行
論
の
都
合
上
、
前
稿
の
記
述
と
重
複
し
て
し
ま
う
が
、
こ
の
時
期
の
常
盤
の
動
向
を
追
い
か
け
て
い
く
。
　
昭
和
十
四
年
二
月
末
日
、
常
盤
は
東
本
願
寺
の
東
京
宗
務
出
張
所
長
兼
東
京
別
院
輪
番
に
任
じ
ら
れ
た）12
（
。
す
で
に
研
究
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
常
盤
を
こ
の
職
に
充
て
る
の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で
あ
り
、そ
の
就
任
に
あ
た
っ
て
の
複
雑
な
事
情
が「
中
外
日
報
」（
昭
和
十
四
年
三
月
四
日
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
も
と
づ
い
て
、
以
下
に
説
明
し
て
い
こ
う
。
　
東
本
願
寺
で
は
、
自
派
の
勢
力
を
東
京
で
伸
長
さ
せ
る
た
め
、
東
京
宗
務
出
張
所
の
所
長
に
「
大
物
」
を
充
て
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
常
盤
に
白
羽
の
矢
が
立
て
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
研
究
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
実
務
面
で
の
手
腕
は
未
知
数
で
あ
り
、
そ
れ
に
不
安
を
抱
い
た
周
囲
は
、
常
盤
の
「
社
会
的
名
声
と
晩
節
を
汚
し
む
る
が
如
き
を
な
き
よ
う
満
全
の
策
を
樹
つ
る
た
め
」、
特
例
と
し
て
以
下
の
三
条
件
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
一
、
常
盤
博
士
の
名
誉
上
の
待
遇
を
充
分
講
ず
る
こ
と
、
即
ち
法
主
特
命
の
所
長
と
す
る
こ
と
。
二
、
出
張
所
、
浅
草
本
願
寺
の
人
的
陣
容
を
整
備
強
化
し
所
長
を
輔
佐
す
る
手
腕
力
量
あ
る
人
を
採
用
す
る
こ
と
。
三
、
活
動
を
旺
盛
な
ら
し
む
る
た
め
経
済
上
の
準
備
を
整
へ
る
こ
と
。
併
せ
て
、
当
時
勤
務
し
て
い
た
「
東
洋
大
学
・
東
方
文
化
研
究
所
と
の
関
係
も
持
続
せ
し
め
る
方
針
」
も
堅
持
さ
れ
た
。「
法
主
特
命
の
所
長
と
す
る
」「
経
済
上
の
準
備
を
整
へ
る
」
等
の
表
現
か
ら
も
、
格
別
に
配
慮
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
輪
番
は
昭
和
十
七
年
六
月
ま
で
勤
め
た
。
　
輪
番
在
職
中
の
最
も
重
要
な
出
来
事
は
、
関
東
大
震
災
で
全
焼
し
た
浅
草
本
願
寺
本
堂
の
再
建
工
事
の
完
了
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
二
日
、
そ
の
完
成
を
祝
し
て
、
遷
仏
法
会
が
行
わ
れ
た
。
長
野
・
静
岡
・
茨
城
・
栃
木
の
各
県
か
ら
上
京
し
た
信
徒
は
六
万
人
、
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参
詣
者
は
二
十
万
人
に
も
達
し
た
と
い
う
。
午
前
十
時
か
ら
常
盤
を
導
師
と
し
て
遷
仏
式
が
、
引
き
続
き
午
後
一
時
か
ら
は
大
谷
光
暢
法
主
を
大
導
師
と
し
て
入
仏
式
が
挙
行
さ
れ
た）13
（
。
再
建
を
記
念
し
、
小
笠
原
義
雄
に
よ
っ
て
『
浅
草
本
願
寺
史
』
が
著
さ
れ
、
常
盤
は
そ
の
序
文
を
し
た
た
め
て
い
る）14
（
。
　
浅
草
本
願
寺
輪
番
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
は
研
究
者
で
あ
り
な
が
ら
も
、む
し
ろ
宗
教
家
と
し
て
の
生
活
を
第
一
に
し
て
い
た
と
い
え
る
。
「
東
京
帝
国
大
学
教
授
」
と
い
う
当
代
の
学
術
界
に
お
け
る
絶
対
的
権
威
と
併
せ
て
、「
東
京
宗
務
出
張
所
長
兼
東
京
別
院
輪
番
」
と
い
う
宗
教
家
と
し
て
の
高
い
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ま
で
も
得
た
こ
と
に
よ
り
、
研
究
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
宗
門
方
面
の
社
会
的
要
請
に
も
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
以
下
に
述
べ
る
昭
和
十
八
年
の
中
国
訪
問
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。
三
　
成
尋
顕
彰
碑
の
除
幕
式
と
南
京
で
の
講
演
　
昭
和
十
八
年
五
月
、
常
盤
は
ほ
ぼ
一
ヶ
月
を
か
け
て
中
国
各
地
を
旅
行
す
る
。
こ
の
旅
行
に
つ
い
て
の
記
録
と
し
て
、
常
盤
自
身
の
筆
に
な
る
「
成
尋
法
師
の
建
碑
式
典
と
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
発
現
（
上
）
（
下
）」
と）15
（
、
同
行
し
た
上
野
修
躋
に
よ
る
「
中
外
日
報
」
の
連
載
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る）16
（
。
以
上
の
文
章
に
も
と
づ
き
、
開
封
と
南
京
で
の
模
様
を
再
現
し
て
み
よ
う
。
　
そ
も
そ
も
の
発
端
は
、
華
北
交
通
の
開
封
鉄
路
局
の
調
査
課
に
在
籍
し
て
い
た
三
好
鹿
雄
か
ら）17
（
、
開
封
に
立
碑
さ
れ
た
成
尋
に
ま
つ
わ
る
記
念
碑
（
正
式
に
は
「
日
本
成
尋
阿
闍
梨
顯
彰
奉
贊
之
碑
」、
以
下
「
成
尋
碑
」
と
略
記
）
の
除
幕
式
法
要
へ
の
参
加
を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
恰
も
、
南
京
で
玄
奘
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
っ
て
、
南
京
を
首
都
と
し
て
い
た
汪
兆
銘
政
府
の
外
交
部
長
（
外
務
大
臣
に
相
当
す
る
）
褚
民
誼
が
、
大
東
亜
省
次
官
の
山
本
熊
一
と
同
省
支
那
事
務
局
長
で
あ
る
宇
佐
美
珍
彦
を
通
じ
て
南
京
訪
問
を
要
請
し
て
き
た
。
結
果
と
し
て
、
開
封
・
南
京
・
北
京
を
経
て
、
長
男
義
成
の
居
住
し
て
い
た
旅
順
を
訪
問
す
る
と
い
う
旅
程
が
組
ま
れ
た
。
　
常
盤
一
行
は
、
五
月
二
日
に
東
京
を
出
発
し
、
釜
山
か
ら
北
京
を
経
由
し
て
、
九
日
午
後
十
二
時
四
十
五
分
に
開
封
駅
に
到
着
し
た
。
（
1
）
開
封
　
五
月
十
日
、
南
京
国
民
政
府
（
汪
兆
銘
政
府
）
の
河
南
省
長
で
あ
る
田
文
炳
と
面
会
す
る
。
十
一
日
は
数
ヶ
所
で
講
演
を
行
う
。
　
十
二
日
、
成
尋
碑
の
除
幕
式
法
要
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
常
盤
が
導
師
と
な
り
、
鉄
塔
寺
の
住
持
で
あ
る
釈
通
西
と
三
好
顕
隆
を
副
導
師
と
し
、
日
中
の
僧
侶
約
二
十
人
を
従
え
て
法
要
を
行
っ
た
。
第
三
十
五
師
団
長
の
坂ばん
西ざい
一いち
良ろう
中
将）18
（
、
田
省
長
、
白
井
康
領
事
を
筆
頭
100
に
、
一
般
市
民
や
学
生
を
含
む
、
二
千
人
以
上
が
参
列
し
た
。
　
常
盤
資
料
に
は
成
尋
碑
の
拓
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
拓
本
の
裏
面
に
は
、「
開
封
成
尋
阿
闍
梨
遺
德
顯
彰
碑　
昭
和
十
八
年
五
月
十
二
日　
除
幕
式
法
要　
予
為
其
導
師
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
碑
の
撰
者
は
田
文
炳
、
篆
額
は
坂
西
一
良
の
書
に
な
る）19
（
。
　
除
幕
式
に
続
き
晩
餐
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
の
ち
常
盤
は
地
元
の
ラ
ジ
オ
局
に
赴
い
て
表
白
文
を
録
音
し
た
。
　
十
三
日
早
朝
、
次
の
目
的
地
南
京
に
向
け
て
出
発
す
る
。
（
2
）
南
京
　
徐
州
で
一
泊
し
た
の
ち
、
十
四
日
の
午
後
三
時
頃
に
南
京
駅
に
到
着
し
た
。
た
だ
ち
に
褚
民
誼
外
交
部
長
の
官
邸
を
訪
問
し
、
そ
の
場
で
玄
奘
の
遺
骨
見
学
と
、国
立
中
央
大
学
で
の
講
演
が
手
配
さ
れ
た
。
　
こ
こ
で
、
玄
奘
の
遺
骨
発
見
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
二
十
三
日
、
日
本
軍
が
土
木
工
事
中
に
石
棺
を
発
見
し
た
。
こ
の
石
棺
の
側
面
に
は
文
字
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
遺
骨
が
玄
奘
の
も
の
と
確
認
さ
れ
、
翌
年
二
月
に
、
日
本
軍
か
ら
汪
兆
銘
政
権
に
遺
骨
が
移
管
さ
れ
る
。
の
ち
に
遺
骨
は
一
般
公
開
さ
れ
、
関
連
し
て
玄
奘
塔
の
再
建
が
計
画
さ
れ
た）20
（
。
　
十
五
日
、
ま
ず
文
物
保
存
所
で
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
を
見
学
し
、
つ
い
で
鶏
鳴
寺
に
お
い
て
褚
民
誼
が
主
宰
す
る
午
餐
会
に
招
か
れ
た
。
　
夕
方
に
は
国
民
政
府
主
席
汪
兆
銘
と
の
会
談
が
実
現
す
る
。
家
族
や
仏
教
、
さ
ら
に
は
玄
奘
遺
骨
の
真
贋
問
題
に
ま
で
話
題
が
及
ぶ
。
　
　
主
席
「
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
は
間
違
ひ
の
無
い
も
の
か
」
　
　
博
士
「
今
は
そ
こ
ま
で
立
ち
入
ら
ぬ
方
が
よ
ろ
し
い
」
こ
の
発
言
か
ら
推
察
す
る
と
、
常
盤
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
主
席
の
書
斎
に
ま
で
招
き
入
れ
ら
れ
、
先
に
寄
贈
し
て
お
い
た
自
著
『
支
那
文
化
史
蹟
』
が
執
務
机
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
確
認
し
て
い
る
。
会
談
時
間
は
四
十
分
に
及
ん
だ
。
　
十
六
日
、
玄
奘
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
大
報
恩
寺
に
立
ち
寄
り
、
つ
い
で
明
孝
陵
と
中
山
陵
を
見
学
し
た
。
　
十
七
日
、
午
前
八
時
半
か
ら
十
時
半
に
わ
た
っ
て
、
国
立
中
央
大
学
で
「
玄
奘
三
蔵
と
唐
代
の
文
化
精
神
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た）21
（
。
日
中
戦
争
勃
発
直
後
の
昭
和
十
二
年
八
月
、
中
華
民
国
の
国
立
中
央
大
学
は
日
本
軍
の
侵
略
を
避
け
て
重
慶
に
移
転
す
る
た
め
、
こ
の
時
の
国
立
中
央
大
学
は
汪
兆
銘
政
権
の
手
で
復
校
し
た
も
の
で
あ
る）22
（
。
　
講
演
に
先
立
ち
、
壇
上
に
掲
げ
ら
れ
た
「
三
蔵
の
大
画
像
に
対
し
て
簡
単
な
る
法
要
を
営
ん
だ
」
と
い
う
か
ら
、【
図
1
】
の
三
蔵
法
師
像
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
こ
の
絵
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
　
絵
の
裏
面
に
は
、「
南
京
國
立
中
央
大
學
講
演
記
念　
玄
奘
三
藏
求
法
像　
校
長
樊
仲
雲
先
生
寄
贈　
昭
和
十
八
年
五
月
十
七
日
」
と
101 東北大学附属図書館蔵「玄奘三藏求法像」をめぐって（渡辺）
墨
記
さ
れ
て
い
る
。
絵
の
サ
イ
ズ
は
縦1762 m
m
、横942 m
m
で
、
絵
画
の
左
下
に
は
、
以
下
に
引
用
す
る
識
語
が
書
か
れ
て
い
る
（
」
は
改
行
を
示
し
、
句
点
は
筆
者
が
付
し
た）23
（
）。
唐
玄
奘
法
師
畫
像
」
癸
未
春
初
、
南
京
報
恩
寺
遺
址
發
掘
」
玄
奘
法
師
骨
塔
、
遺
骨
南
來
之
因
縁
、
於
茲
明
顯
。
是
年
初
夏
」
常
盤
大
定
先
適
來
南
京
蒞
校
講
演
、
謹
繪
」
法
師
聖
像
贈
呈
、
以
作
紀
念
。
中
華
民
國
三
十
二
年
五
月
」
國
立
中
央
大
學　
樊
仲
雲
。　
以
下
、
落
款　
剡
渓
樊
氏　
仲
雲
三
百
人
余
り
の
学
生
が
聴
講
し
た
講
演
は
二
時
間
に
及
び
、
講
演
終
了
後
に
は
大
学
附
属
の
農
園
に
お
い
て
午
餐
会
が
催
さ
れ
た
。
　
こ
の
日
の
午
後
二
時
に
は
南
京
を
離
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
日
本
か
ら
新
た
に
着
任
し
た
谷
正
之
大
使
の
歓
迎
会
へ
の
参
加
を
褚
民
誼
が
懇
望
し
て
き
た
た
め
、
出
発
を
一
日
遅
ら
せ
、
そ
れ
に
出
席
す
る
こ
と
と
し
た
。
翌
十
八
日
の
午
後
二
時
に
南
京
を
出
発
し
、
次
の
訪
問
地
で
あ
る
北
京
に
向
か
う
。
四
　
そ
の
背
景
　
以
上
、
東
大
を
退
官
し
た
の
ち
の
常
盤
を
取
り
巻
く
状
況
と
、
昭
和
十
八
年
五
月
の
常
盤
の
開
封
と
南
京
で
の
活
動
を
追
っ
て
み
た
。
最
後
に
こ
の
出
来
事
を
歴
史
的
に
位
置
づ
け
て
み
た
い
。
　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
そ
も
そ
も
こ
の
旅
行
が
、
自
ら
語
る
よ
う
に
、
成
尋
碑
の
開
幕
式
に
招
待
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
そ
れ
に
こ
と
よ
せ
て
、
褚
民
誼
に
よ
っ
て
南
京
に
招
待
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
お
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
こ
で
鍵
を
握
る
の
は
、
常
盤
を
南
京
に
ま
で
招
い
た
外
交
部
長
の
褚
民
誼
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
三
月
に
発
足
し
た
汪
兆
銘
政
権
に
は
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
中
央
政
治
委
員
会
が
置
か
れ
た
。
汪
兆
銘
主
席
、
周
仏
海
秘
書
長
と
い
う
関
係
か
ら
、
実
務
は
周
が
担
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
央
政
治
委
員
会
の
下
に
は
、
行
政
院
・
立
法
院
・
司
法
院
・
考
試
院
・
監
察
院
と
い
う
五
つ
の
執
行
機
関
と
、
軍
事
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
た
。
外
交
部
は
内
政
部
・
財
政
部
・
軍
政
部
・
海
軍
部
・
教
育
部
等
と
並
ん
で
行
政
院
の
下
に
置
か
れ
た
部
局
で
あ
る
。
混
迷
極
ま
る
国
際
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
た
汪
兆
銘
政
府
に
と
っ
て
、
外
交
部
は
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
加
え
て
外
交
部
長
で
あ
る
褚
民
誼
は
汪
兆
銘
の
義
弟
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
政
権
に
与
え
た
影
響
力
は
大
き
く
、
戦
後
は
漢
奸
と
み
な
さ
れ
て
処
刑
さ
れ
る
に
至
る）24
（
。
　
こ
の
褚
民
誼
な
い
し
は
汪
兆
銘
政
府
に
と
っ
て
、
昭
和
十
八
年
と
は
ど
の
よ
う
な
年
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
十
八
年
一
月
九
日
、
汪
政
権
は
英
米
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
行
う
。
汪
兆
銘
政
府
の
最
終
的
な
目
標
は
中
国
の
独
立
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
日
本
を
利
用
し
た
と
い
う
の
が
、
漢
奸
裁
判
の
と
き
の
汪
兆
銘
政
府
側
の
論
理
で
あ
っ
た
。
汪
兆
銘
と
「
彼
の
集
団
に
は
、
日
中
戦
争
を
終
結
さ
せ
日
102
本
と
協
調
し
た
中
国
国
家
建
設
を
図
ろ
う
と
い
う
、
甘4・
い4・
見4・
通4・
し4・
だ4・
と4・
い4・
わ4・
れ4・
よ4・
う4・
と4・
も4・
彼
ら
な
り
の
状
況
判
断
と
読
み
（
傍
点
筆
者
）」
が
存
在
し
た）25
（
。
そ
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
汪
兆
銘
政
府
に
と
っ
て
、
日
本
と
の
紐
帯
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
　
こ
こ
で
褚
民
誼
は
仏
教
に
着
目
す
る
。
在
家
仏
教
徒
で
も
あ
り
、
日
本
の
仏
教
関
係
者
と
の
縁
も
と
り
わ
け
深
か
っ
た
褚
民
誼
に
と
っ
て
、
仏
教
を
通
じ
た
「
日
華
親
善
」
は
、
こ
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
の
有
効
な
方
策
の
一
つ
に
な
り
得
る
と
考
え
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
日
本
か
ら
の
僧
侶
成
尋
の
足
跡
を
顕
彰
す
る
碑
文
の
立
碑
、
日
本
で
も
知
ら
れ
る
玄
奘
の
遺
骨
発
見
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
、
仏
教
を
媒
介
と
し
た
日
本
と
中
国
の
親
善
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
褚
民
誼
に
と
っ
て
は
同
一
線
上
の
文
脈
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
常
盤
が
一
連
の
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
常
盤
は
学
術
界
で
も
宗
教
界
で
も
一
つ
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
国
内
外
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
常
盤
の
帯
び
て
い
る
権
威
を
利
用
す
る
勢
力
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
結
果
と
し
て
、
本
人
の
意
思
が
何
処
に
在
っ
た
か
は
関
係
な
く
、
常
盤
は
い
わ
ば
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
恰
好
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
常
盤
自
身
の
活
動
と
彼
を
取
り
巻
く
状
況
こ
そ
、
常
盤
の
研
究
が
後
世
の
研
究
者
に
引
用
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
人
と
な
り
や
社
会
的
な
活
動
の
実
態
が
紹
介
さ
れ
に
く
く
な
る
理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
機
会
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
三
蔵
法
師
像
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
日
本
と
中
国
に
関
す
る
近
現
代
史
の
専
門
家
か
ら
み
れ
ば
、
詰
め
の
甘
い
箇
所
が
数
多
く
あ
る
と
思
う
。
諸
賢
か
ら
の
ご
批
判
・
ご
叱
正
を
賜
り
た
い
。
　
注
（
1
）　
 
関
野
貞
・
常
盤
大
定
『
支
那
佛
教
史
蹟
（
一
）〜（
五
）』（
佛
教
史
蹟
研
究
会
、
一
九
二
五
〜
二
八
年
）、
常
盤
大
定
『
支
那
佛
教
史
蹟
記
念
集
』（
同
、
一
九
三
一
年
）、
関
野
貞
・
常
盤
大
定
『
支
那
文
化
史
蹟
（
一
）〜（
一
二
）』（
法
蔵
館
、
一
九
三
九
〜
四
一
年
）
を
参
照
。
な
お
、『
支
那
文
化
史
蹟
』
は
の
ち
に
増
補
が
加
え
ら
れ
て
、『
中
国
文
化
史
蹟
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
五
〜
一
九
七
六
年
）
と
し
て
再
刊
さ
れ
た
。
（
2
）　
拙
稿
「
常
盤
大
定
と
関
野
貞 
│
│ 『
支
那
仏
教
史
蹟
』
の
出
版
を
め
ぐ
っ
て
」（
平
勢
隆
郎
・
塩
沢
裕
仁
〔
編
〕『
関
野
貞
大
陸
調
査
と
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現
在
Ⅱ
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
（
3
）　
以
下
の
記
述
は
、
前
稿
、
及
び
拙
稿
「『
文
化
財
保
護
国
際
会
議　
龍
門
石
窟
と
関
野
貞
』
に
参
加
し
て
」（『
一
三
、一
四
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
料
通
信
』
二
一
、二
〇
一
三
年
）
に
も
と
づ
く
。
（
4
）　
『
東
北
大
学
所
蔵
和
漢
書
古
典
分
類
目
録　
漢
籍
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
七
四
年
）
を
参
照
。
な
お
、
大
野
晃
嗣
・
齋
藤
智
寛
・
陳
青
・
渡
辺
健
哉
『
東
北
大
學
附
属
圖
書
館
所
藏
中
國
金
石
文
拓
本
集 
： 
附 
： 
關
聯
資
料
』（
二
〇
一
三
年
）
は
、限
定
部
数
な
が
ら
、
「
中
国
金
石
文
拓
本
集
」
に
加
え
て
常
盤
の
墨
跡
等
を
撮
影
し
て
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
5
）　
房
山
の
調
査
・
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
氣
賀
澤
保
規
「
金
仙
公
主
と
房
山
石
経
を
め
ぐ
る
諸
問
題 
│
│ 
礪
波
護
氏
の
批
判
に
答
え
て
」
（『
駿
台
史
学
』
一
三
九
、二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
、
内
藤
湖
南
を
嚆
矢
と
す
る
房
山
研
究
の
流
れ
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
（
6
）　
武
内
義
雄
「
訪
碑
古
記
」（「
房
山
記
」『
ツ
ー
リ
ス
ト
』
八
│
四
、
一
九
一
九
年
、
の
ち
『
武
内
義
雄
全
集
（
一
〇
）
雑
著
篇
』
角
川
書
店
、一
九
七
九
年
所
収
）
二
〇
六
頁
を
参
照
。
常
盤
に
よ
る
記
録
は
、
常
盤
大
定
『
古
賢
の
跡
へ
』（
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
二
一
年
）
六
六
〜
七
〇
頁
を
参
照
。
た
だ
し
、
武
内
が
こ
こ
に
記
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
（
7
）　
前
注
、
常
盤
『
古
賢
の
跡
へ
』
二
一
〇
頁
を
参
照
。
（
8
）　
こ
の
時
の
中
国
調
査
の
記
録
を
愛
宕
は
残
し
て
い
な
い
。た
だ
し
、
そ
の
時
に
華
北
を
旅
行
し
た
時
の
印
象
は
公
表
し
て
い
る
。
愛
宕
松
男
「
チ
ャ
ハ
ル
草
原
瞥
見
記
」（『
松
田
寿
男
著
作
集
（
一
）』
六
興
出
版
社
、
一
九
八
六
年
所
収
月
報
）
を
参
照
。
（
9
）　
長
廣
敏
雄
『
雲
岡
日
記 
│
│ 
大
戦
中
の
仏
教
石
窟
調
査
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
八
八
年
）
六
五
頁
を
参
照
。
（
10
）　
常
盤
は
東
亜
文
化
協
議
会
に
出
席
す
る
た
め
、
八
月
二
十
四
日
か
ら
九
月
十
八
日
ま
で
中
国
に
滞
在
し
て
い
た
。「
中
外
日
報
」（
昭
和
十
四
年
九
月
二
十
一
日
）
を
参
照
。
（
11
）　
愛
宕
松
男
「
元
朝
に
お
け
る
仏
寺
道
観
の
税
糧
優
免
に
つ
い
て
」
（『
塚
本
博
士
頌
壽
記
念　
仏
教
史
学
論
集
』塚
本
博
士
頌
壽
記
念
会
、
一
九
六
一
年
、
の
ち
『
愛
宕
松
男
東
洋
史
学
論
集
（
四
）
元
朝
史
』
三
一
書
房
、
一
九
八
八
年
所
収
）
を
参
照
。
（
12
）　
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
就
任
日
時
を
「
四
月
」
と
し
て
い
た
が
、
常
盤
大
定
『
浅
草
本
願
寺
の
御
入
仏
式
に
際
し
て 
│
│ 
開
山
聖
人
の
教
を
仰
ぎ
時
局
に
対
し
て
門
末
の
行
く
べ
き
道
を
述
ぶ
』（
本
願
寺
入
仏
式
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
、一
九
三
九
年
）
三
二
頁
に
「
二
月
末
日
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
（
13
）　
「
参
詣
の
門
徒
廿
万 
│
│ 
浅
草
本
願
寺
入
仏
式
」（「
読
売
新
聞
」
昭
和
十
四
年
十
一
月
十
三
日
）
を
参
照
。
（
14
）　
小
笠
原
義
雄
『
浅
草
本
願
寺
史
』（
浅
草
本
願
寺
、
一
九
三
九
年
）
を
参
照
。
（
15
）　
常
盤
大
定
「
成
尋
法
師
の
建
碑
式
典
と
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
発
現
（
上
）」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』
四
九
〇
、一
九
四
三
年
）、
及
び
同
「
同
（
下
）」（
同
四
九
一
、一
九
四
三
年
）
を
参
照
。
（
16
）　
上
野
修
躋
「
日
華
の
文
化
交
流
（
一
）・（
二
）・（
三
）　
親
善
の
旅
・
北
京
│
開
封
│
南
京
」（「
中
外
日
報
」
昭
和
十
八
年
六
月
十
五
日
・
十
六
日
・
十
七
日
）、
同
「
汪
主
席
と
常
盤
博
士　
日
華
の
文
化
交
流
（
四
）・（
五
）・（
六
）」（
同
十
八
日
・
十
九
日
・
二
十
日
）
を
参
104
照
。「
中
外
日
報
」の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
は
中
田
裕
子
氏（
龍
谷
大
学
）
の
ご
助
力
を
得
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
さ
ら
に
、
無
署
名
な
が
ら
、「
偲
ば
る
る　
常
盤
博
士
の
足
跡
」（「
教
学
新
聞
」
昭
和
十
八
年
七
月
四
日
）
と
題
す
る
記
事
も
あ
る
。
（
17
）　
三
好
鹿
雄
に
は
、「
成
尋
の
遺
跡
開
宝
寺
と
現
存
鉄
塔
寺
と
の
関
係
」（『
支
那
仏
教
史
学
』
六
│
三
、一
九
四
三
年
）
と
題
す
る
文
章
が
あ
る
。
彼
の
肩
書
は
同
誌
の
著
者
紹
介
を
参
照
。
（
18
）　
坂
西
一
良
の
義
父
は
、
陸
軍
き
っ
て
の
「
支
那
通
」
と
称
さ
れ
、
袁
世
凱
の
軍
事
顧
問
も
務
め
た
、
坂
西
利
八
郎
で
あ
る
。
袁
世
凱
の
嫡
男
の
家
庭
教
師
と
し
て
吉
野
作
造
が
雇
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
吉
野
の
経
済
的
窮
状
を
み
か
ね
た
坂
西
の
斡
旋
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
坂
西
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
戸
部
良
一
『
日
本
陸
軍
と
中
国 
│
│ 「
支
那
通
」
に
み
る
夢
と
蹉
跌
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）に
詳
し
い
。
な
ぜ
こ
の
点
に
言
及
す
る
か
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
と
も
に
宮
城
県
出
身
の
吉
野
と
常
盤
と
の
交
流
も
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
高
橋
亨
氏
（
東
北
大
学
）
よ
り
教
示
を
得
た
。
二
人
の
関
係
は
別
稿
で
触
れ
た
い
。
（
19
）　
前
注
に
続
き
、
本
稿
の
趣
旨
と
い
さ
さ
か
逸
れ
て
い
く
が
、
の
ち
に
こ
の
成
尋
碑
を
見
学
し
た
人
物
に
つ
い
て
、一
言
し
て
お
き
た
い
。
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
代
表
的
歌
人
で
あ
り
、
古
代
和
歌
の
研
究
家
と
し
て
も
名
高
い
土
屋
文
明
は
、
昭
和
十
九
年
の
七
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
陸
軍
省
の
臨
時
嘱
託
と
し
て
中
国
戦
線
の
視
察
旅
行
を
行
う
。
こ
の
中
国
旅
行
の
際
に
詠
ん
だ
歌
を
ま
と
め
た
歌
集
が
、『
韮
菁
集
』（
青
磁
社
、
一
九
四
五
年
）
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
新
し
く
建た
ち
し
成
じ
や
う
尋じゆ
んの
石いし
文ぶみ
あ
り
黄
河
の
沙
の
平たひらめ
し
中
」
と
い
う
一
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
七
八
頁
）。
宮
崎
荘
平
「
土
屋
文
明
と
成
尋
阿
闍
梨 
│
│ 
中
国
・
開
封
で
の
文
明
の
歌
」（『
藝
文
攷
』
一
二
、二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
。
（
20
）　
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
坂
井
田
夕
起
子
『
誰
も
知
ら
な
い
『
西
遊
記
』 
│
│ 
玄
奘
三
蔵
の
遺
骨
を
め
ぐ
る
東
ア
ジ
ア
戦
後
史
』（
龍
渓
書
舎
、
二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。
（
21
）　
当
時
南
京
で
発
刊
さ
れ
て
い
た
「
民
国
日
報
」（
中
華
民
国
三
十
二
年
五
月
十
八
日
）
に
、
講
演
の
模
様
を
紹
介
す
る
短
い
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
22
）　
小
林
英
夫
『
日
中
戦
争
と
汪
兆
銘
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
）
二
〜
三
頁
を
参
照
。
（
23
）　
本
文
の
判
読
・
読
解
に
あ
た
っ
て
は
、
大
野
晃
嗣
・
齋
藤
智
寛
氏
の
助
言
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
（
24
）　
褚
民
誼
の
最
期
は
、
益
井
康
一
『
漢
奸
裁
判
史 
│
│ 
一
九
四
六
│
一
九
四
八
﹇
新
版
﹈』（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
六
二
〜
九
四
頁
を
参
照
。
（
25
）　
前
掲
注
（
22
）
小
林
英
夫
『
日
中
戦
争
と
汪
兆
銘
』
一
八
頁
を
参
照
。
〔
附
記
〕
図
版
は
い
ず
れ
も
註
（
4
）『
東
北
大
學
附
属
圖
書
館
所
藏
中
國
金
石
文
拓
本
集
』
か
ら
引
用
し
た
。
成
稿
に
あ
た
っ
て
は
、
関
智
英
氏
（
明
治
大
学
）
よ
り
ご
助
言
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
篤
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
「
東
ア
ジ
ア
学
」
共
創
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
二
〇
一
四
年
度
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
（
マ
マ
）
